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建
築
確
認
・
検
査
の
民
間
開
放 

 
 

98
年
４
月
、
建
築
基
準
法
改
正
案
が
本

会
議
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
第
９
次

改
正
案
は
６
月
に
公
布
さ
れ
、
99
年
に
施

行
さ
れ
ま
し
た
。
「
建
築
確
認
・
検
査
の

民
間
開
放
」
と
「
戸
建
住
宅
・
プ
レ
ハ
ブ

住
宅
等
に
つ
い
て
の
中
間
検
査
制
度
の

特
例
」
を
設
け
る
「
建
築
基
準
法
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
」
で
す
。
こ
れ
ま
で
地

方
公
共
団
体
の
建
築
主
事
の
み
が
行
な

っ
て
き
た
建
築
確
認
、
検
査
事
務
が
、
民

間
の
指
定
確
認
検
査
機
関
（
法
第
77
条
の

18
～
35
）
に
開
放
さ
れ
た
検
査
体
制
と

な
り
ま
し
た
。 

 

弁
護
士
会
等
の
反
対
を
押
し
切
っ
て

建
築
基
準
法
改
悪
に
よ
る
建
築
確
認
の

民
間
開
放
を
行
い
、
安
全
確
保
を
危
険
に

さ
ら
し
た
制
度
は
、
も
う
け
至
上
主
義
を

助
長
し
、
制
度
の
信
頼
性
を
損
な
う
耐
震

偽
装
事
件
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。 

 

品
確
法
の
施
行 

 

98
年
４
月
成
立
の
建
築
基
準
法
改
正

が
改
悪
で
あ
る
と
い
う
非
難
を
浴
び
る

な
か
、
99
年
６
月
23
日
、
住
宅
の
品
質

確
保
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
が
公
布

さ
れ
、
00
年
４
月
１
日
「
住
宅
の
品
質
確

保
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
」
が
施
行
さ

れ
ま
し
た
。
同
日
以
後
契
約
の
建
物
に
つ

い
て
、
10
年
間
、
基
本
的
構
造
部
分
等
に

つ
い
て
瑕
疵
担
保
責
任
が
追
求
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
同
月
、
（
財
）
住

宅
リ
フ
ォ
ー
ム
・
紛
争
処
理
支
援
セ
ン
タ

ー
が
発
足
（
改
組
）
し
、
同
年
７
月
19
日 

「
日
本
住
宅
性
能
表
示
基
準
」
及
び
「
住

宅
紛
争
処
理
の
参
考
と
な
る
べ
き
技
術

的
基
準
」
が
公
布
さ
れ
ま
し
た
。 

 

２
０
０
０
年
３
月 

『
建
築
Ｇ
メ
ン
の
会
』
発
足 

 

建
築
法
令
が
改
悪
と
改
善
と
い
う
二

面
の
動
き
を
見
せ
る
激
動
の
時
代
に
、
建

築
Ｇ
メ
ン
の
会
は
創
立
総
会
を
開
き
、
そ

の
後
、
00
年
８
月
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
し
て

成
立
し
ま
し
た
。
欠
陥
建
築
に
取
り
組
ん

で
き
た
中
村
幸
安
初
代
理
事
長
は
、
「
何

と
か
欠
陥
建
築
を
事
前
に
予
防
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
か
と
い
う
事
の
結
論
が
、

『
良
心
あ
る
建
築
士
が
、
良
心
的
に
工
事

監
理
を
行
う
こ
と
』
に
尽
き
る
と
い
う
地

平
に
行
き
着
い
た
の
で
す
。
」
と
述
べ
ま

し
た
。 

   

国
土
交
通
省
発
足 

 

国
土
交
通
省
は
、
01
年
１
月
６
日
に
、
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特
別
レ
ポ
ー
ト 

建
築
Ｇ
メ
ン
の
会
と
建
築
事
件
の
動
き 

文
責 

副
理
事
長 

 

山 

本 

孝 

建
築
Ｇ
メ
ン
の
会
が
２
０
０
０
年
に
発
足
し
て
か
ら
７
年
を
す
ぎ
ま
し
た
。 

こ
の
間
、
建
築
事
件
の
判
例
は
大
き
く
前
進
し
ま
し
た
。
当
会
の
調
査
を
信

頼
し
、
欠
陥
建
築
に
勇
気
を
持
っ
て
立
ち
向
か
っ
た
被
害
者
の
皆
さ
ん
に
敬

意
を
表
し
、
当
会
発
足
前
後
か
ら
、
現
在
ま
で
の
法
令
改
正
や
重
要
な
判
決
、

社
会
的
大
事
件
、
そ
し
て
大
地
震
を
た
ど
り
、
当
会
使
命
の
重
大
さ
を
再
確

認
し
た
く
本
稿
を
ま
と
め
ま
し
た
。 

総会の様子 

mailto:jimukyoku@kenchiku-gmen.or.jp
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北
海
道
開
発
庁
、
国
土
庁
、
運
輸
省
及
び

建
設
省
を
母
体
と
し
て
設
置
さ
れ
ま
し

た
。 

 

裁
判
所
の
動
向 

 

01
年
４
月
に
は
東
京
地
方
裁
判
所
及

び
大
阪
地
方
裁
判
所
に
建
築
専
門
部
が

発
足
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
最
高
裁
判
所

は
、
同
年
７
月
19
日
に
第
１
回
建
築
関
係

訴
訟
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

 

進
展
す
る
最
高
裁
判
決 

① 

02
年
９
月
24
日
、
最
高
裁
判
決
は
、

建
物
に
重
大
な
瑕
疵
が
あ
る
た
め
に
建

替
え
ざ
る
を
得
な
い
場
合
に
は
、
建
替
え

費
用
相
当
額
の
損
害
賠
償
請
求
が
で
き

る
、
と
の
判
決
下
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

民
法
635
条
が
、
建
物
に
つ
い
て
は
、
注
文

者
が
瑕
疵
を
理
由
に
解
除
で
き
な
い
と

定
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
建
替
え
費
用
相

当
額
の
損
害
賠
償
請
求
を
認
め
る
と
解

除
を
認
め
た
こ
と
に
な
る
と
い
う
不
当

な
意
見
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
意
見

を
否
定
し
た
意
義
あ
る
判
決
で
す
。 

② 

03
年
10
月
10
日
、
最
高
裁
判
決
は
、

鉄
骨
の
主
柱
に
約
定
よ
り
断
面
寸
法
の

細
い
鉄
骨
を
使
用
し
た
と
い
う
事
案
に

お
い
て
、
構
造
計
算
上
、
居
住
用
建
物
と

し
て
の
本
件
建
物
の
安
全
性
に
問
題
は

な
い
か
ら
瑕
疵
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は

で
き
な
い
と
し
た
原
審
の
判
決
を
破
棄

し
ま
し
た
。
こ
の
判
決
は
、
構
造
計
算
上

安
全
で
あ
っ
て
も
、
契
約
違
反
で
あ
る
施

工
を
瑕
疵
と
す
る
点
で
、
一
部
に
根
強
く

主
張
さ
れ
て
い
た
不
当
な
主
張
を
否
定

し
ま
し
た
。 

③ 

03
年
11
月
14
日
、
最
高
裁
決
は
＊

建
物
売
買
の
事
案
に
お
い
て
、
名
義
貸
し

し
て
実
際
の
設
計
監
理
に
関
与
し
な
か

っ
た
建
築
士
に
つ
い
て
、
建
築
士
の
高
度

な
注
意
義
務
と
責
任
を
理
由
に
、
不
法
行

為
（
民
法
709
条
）
責
任
を
肯
定
し
ま
し
た
。

建
築
士
の
法
的
責
任
・
義
務
を
詳
し
く
論

じ
、
建
物
の
買
主
と
契
約
関
係
に
な
い
建

築
士
の
責
任
を
認
め
た
点
で
、
高
く
評
価

さ
れ
る
判
決
で
し
た
。 

④ 

07
年
７
月
６
日
、
建
築
瑕
疵
に
つ
い

て
瑕
疵
担
保
責
任
の
み
な
ら
ず
不
法
行

為
責
任
が
成
立
す
る
こ
と
を
積
極
的
肯

定
す
る
判
決
を
下
し
ま
し
た
。
福
岡
高
裁

は
、
「
建
築
さ
れ
た
建
物
に
瑕
疵
が
あ
る

か
ら
と
い
っ
て
、
・
・
・
当
然
に
不
法
行

為
の
成
立
が
問
題
に
な
る
わ
け
で
は
な

く
＊
そ
の
違
法
性
が
強
度
で
あ
る
場
合
」

等
の
限
定
を
設
け
て
い
ま
し
た
。
民
法
709

条
に
文
言
が
な
い
よ
う
な
制
限
的
解
釈

を
主
張
す
る
一
派
が
あ
り
ま
し
た
が
、
こ

れ
を
否
定
し
た
の
で
す
。 

 

耐
震
偽
装
事
件 

 

05
年
11
月
17
日
、
電
話
に
よ
る
告
発

が
端
緒
と
な
り
、
姉
歯
建
築
士
が
、
構
造

計
算
書
を
偽
装
し
て
い
た
と
国
土
交
通

省
が
公
表
し
ま
し
た
。
姉
歯
建
築
士
の
耐

震
偽
装
は
、
「
建
築
確
認
・
検
査
の
民
間

開
放
」
以
前
か
ら
行
わ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
民
間
開
放
以
後
、
次
々
と
重
大
な
欠

陥
マ
ン
シ
ョ
ン
等
を
生
み
出
し
た
の
で

す
。
関
係
当
事
者
は
多
数
に
の
ぼ
り
、
指

定
民
間
確
認
検
査
機
関
イ
ー
ホ
ー
ム
ズ
、

マ
ン
シ
ョ
ン
分
譲
会
社
ヒ
ュ
ー
ザ
ー
、
施

工
会
社
木
村
建
設
等
々
で
す
。 

 

06
年
２
月
16
日
、
東
京
地
裁
は
ヒ
ュ

ー
ザ
ー
が
債
務
超
過
状
態
に
あ
る
と
し

て
、
破
産
手
続
を
開
始
、
４
月
26
日
に
は
、

警
視
庁
が
、
姉
歯
元
建
築
士
（
名
義
貸
し

に
よ
る
建
築
士
法
違
反
幇
助
）
、
イ
ー
ホ

ー
ム
ズ
社
長
（
電
磁
的
公
正
証
書
原
本
不

実
記
載
）
、
木
村
建
設
社
長
（
粉
飾
決
算

に
よ
る
建
設
業
法
違
反
）
、
同
社
元
東
京

支
店
長
（
建
設
業
法
違
反
）
を
そ
れ
ぞ
れ

逮
捕
。
そ
の
後
、
起
訴
さ
れ
ま
し
た
が
、

い
ず
れ
も
耐
震
偽
装
と
は
無
関
係
の
容

疑
で
し
た
。
５
月
17
日
、
警
視
庁
は
、
ヒ

ュ
ー
ザ
ー
社
長
を
「
偽
装
を
知
り
つ
つ
マ

ン
シ
ョ
ン
を
引
き
渡
し
た
」
と
し
て
詐
欺

容
疑
で
逮
捕
し
、
同
社
長
は
後
に
起
訴
さ

れ
ま
し
た
。 

 

欠
陥
建
築
を
作
ら
な
い
た
め
に
は
、

『
良
心
あ
る
建
築
士
が
、
良
心
的
に
工
事

監
理
を
行
う
こ
と
』
と
い
う
当
会
設
立
時

の
認
識
が
正
し
い
こ
と
が
裏
付
け
ら
れ

た
の
で
す
が
、
実
に
多
く
の
人
の
悲
劇
的

な
現
実
に
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。 

 

 

大
地
震
は
最
近
多
発
し
て
い
る 

95
年
１
月
17
日 

兵
庫
県
南
部
地
震 

（
阪
神
・
淡
路
大
震
災
） 

00
年
10
月
６
日 

鳥
取
県
西
部
地
震 

01
年
３
月
24
日 

芸
予
地
震 

 
 

03
年
７
月
26
日 

宮
城
県
北
部
地
震 

 

03
年
９
月
26
日 

十
勝
沖
地
震 

 耐震偽装されたマンションを
調査する建築Ｇメン 
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（入皮） （目廻り） 

04
年
10
月
23
日 

新
潟
県
中
越
地
震 

05
年
３
月
20
日 

福
岡
県
西
方
沖
地
震 

05
年
８
月
16
日 

宮
城
県
沖
地
震 

 

07
年
３
月
25
日 

能
登
半
島
地
震 

 

07
年
７
月
16
日 
新
潟
県
中
越
沖
地
震 

震
度
６
強
以
上
を
中
心
に
、
そ
の
他
被

害
が
大
き
い
も
の
を
加
え
ま
し
た
。
欠
陥

建
築
で
な
け
れ
ば
大
地
震
に
も
耐
え
ら

れ
ま
す
。
欠
陥
建
築
は
一
棟
な
り
と
も
許

し
て
は
な
ら
な
い
の
で
す
。 

   建
築
用
木
材(

構
造
材) 

に
つ
い
て(

そ
の
３) 

文
責 

理
事 

佐
藤
賢
典 

○
生
き
節
と
死
に
節 

 

節
は
木
材
と
し
て
の
商
品
価
値
を
左

右
す
る
重
要
な
要
因
で
す
。
節
に
は
生
き

節
（
枝
の
組
織
が
幹
と
結
合
し
た
状
態
）

と
死
に
節
（
枝
の
組
織
が
生
物
と
し
て
は

死
ん
で
し
ま
っ
て
か
ら
幹
の
中
に
取
り

込
ま
れ
た
も
の
）
が
あ
り
ま
す
。 

生
き
節
は
、
柱
や
梁
な
ど
の
構
造
材
と
し

て
用
い
る
場
合
、
あ
る
程
度
許
容
さ
れ
ま

す
が
、
天
井
や
床
な
ど
の
仕
上
材
と
な
る

と
欠
点
と
し
て
扱
わ
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。 

特
に
日
本
建
築
に
お
い
て
、
構
造
材
で

あ
る
柱
材
は
無
節
の
方
が
格
が
上
で
す

が
、
節
が
あ
っ
て
も
生
き
節
で
あ
れ
ば
比

較
的
多
く
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し

な
が
ら
、
天
井
板
や
床
板
材
は
無
節
が
最

低
条
件
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
よ

う
で
す
。 

 

○
木
材
の
欠
点 

 
 

木
材
は
天
然
素
材
で
あ
る
が
故
、
利
用

す
る
上
で
の
欠
点
が
生
じ
ま
す
。
次
に
主

な
も
の
を
挙
げ
ま
す
。 

(ⅰ)
ア
テ 

常
に
一
方
向
の
風
・
日
光
を
受
け
た
り

傾
斜
地
に
生
え
る
樹
木
に
生
じ
る
欠

点
で
、
一
方
向
が
異
常
な
発
達
を
し
た

た
め
、
強
度
に
バ
ラ
ツ
キ
を
生
じ
た
り

割
れ
や
反
り
を
生
じ
る
も
の
。 

(ⅱ)
繊
維
の
傾
斜 

材
の
表
面
と
繊
維
方
向
の
傾
斜
。
材
の

長
さ
方
向
の
中
央
部
と
繊
維
方
向
が

平
行
に
近
い
ほ
ど
均
一
性
が
あ
る
。 

(ⅲ)
心
割
れ 

樹
心
か
ら
外
方
向
に
向
か
っ
て
放
射

状
に
生
じ
る
割
れ
。
伐
採
後
、
内
部
応

力
の
差
に
よ
り
生
じ
る
。 

(ⅳ)
入
り
皮 

樹
皮
の
一
部
が
何
ら
か
の
原
因
で
成

長
が
止
ま
り
、
周
辺
が
肥
大
化
す
る
に

し
た
が
い
こ
の
樹
皮
が
中
に
取
り
込

ま
れ
て
い
っ
た
も
の
。 

     

(ⅴ)
目
廻
り 

強
風
に
よ
り
幹
が
動
い
た
た
め
、
年
輪

に
沿
っ
て
割
れ
を
生
じ
た
も
の
。 

     (ⅵ)
端
落
ち 

原
木
の
曲
が
り
等
に
よ
り
、
製
材
の
際
、

材
の
端
部
に
鋸
の
か
か
ら
な
い
部
分

が
生
じ
た
も
の
。 

(ⅶ)
丸
身 

材
の
コ
ー
ナ
ー
部
に
丸
太
の
表
面
が

残
っ
て
い
る
も
の
。
そ
の
他
、
腐
朽
、

曲
が
り
、
木
口
割
れ
、
ヤ
ニ
袋
、
ヤ
ニ

ス
ジ
等
が
あ
り
、
こ
れ
ら
は
全
て
木
材

と
し
て
の
商
品
価
値
を
下
げ
る
も
の

で
す
。 

     

○
節
と
等
級 

 

建
築
物
の
構
造
用
製
材
は
「
針
葉
樹
の

構
造
用
製
材
の
日
本
農
林
規
格
」
に
よ
り

欠
点
や
節
の
状
態
に
よ
り
１
級
、
２
級
、

３
級
と
等
級
が
定
め
ら
れ
る
と
共
に
、
木

材
と
し
て
の
商
品
価
値
も
決
定
づ
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
等
級
基
準
は
４
面
の
う
ち

最
悪
の
面
で
判
定
し
、
等
級
が
高
い
方
が

欠
点
が
尐
な
く
て
良
い
材
料
と
言
え
ま

す
が
、
現
場
で
は
正
角
材
（
柱
や
土
台
に

使
わ
れ
る
）
と
平
角
材
（
梁
に
使
わ
れ
る
）

な
ど
、
使
用
部
位
に
よ
っ
て
利
用
等
級
分

け
し
て
い
る
よ
う
で
す
。 

 

た
と
え
ば
柱
材
は
圧
縮
力
が
支
配
的

新潟県中越地震で全壊した木造住宅 

構
造
コ
ラ
ム 

（木口割れ）

割）れ） 
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で
す
の
で
、
あ
ま
り
強
度
に
影
響
の
な
い

節
は
許
容
さ
れ
ま
し
ょ
う
が
、
曲
が
り
は

座
屈
（
材
軸
方
向
の
圧
力
が
限
界
を
超
え

る
と
横
方
向
に
変
形
す
る
現
象
）
を
生
じ

や
す
い
た
め
避
け
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
そ
う
は
言
っ
て
も
、
日
本
建
築
で
は

柱
や
梁
は
構
造
材
で
あ
る
と
共
に
造
作

材
で
あ
る
こ
と
も
多
く
、
１
面
無
節
よ
り

３
面
無
節
と
い
っ
た
木
材
が
好
ま
れ
て

い
ま
す
。 

 

な
お
、
木
材
等
級
は
集
成
材
、
合
板
、

構
造
用
合
板
、
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
材
、
枞
組

壁
工
法
構
造
用
製
材
、
ま
た
、
仕
上
材
と

下
地
材
な
ど
に
つ
い
て
、
外
観
品
質
・
含

水
率
・
接
着
の
程
度
・
強
度
・
ホ
ル
ム
ア

ル
デ
ヒ
ド
放
散
量
等
を
規
定
、
多
岐
に
渡

り
細
か
く
等
級
分
け
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

○
木
の
動
き 

 

 

日
本
の
よ
う
に
四
季
が
明
瞭
な
地
域

に
生
育
す
る
樹
木
は
春
か
ら
夏
に
か
け

て
生
長
、
秋
か
ら
冬
は
成
長
が
止
ま
り
、

こ
れ
が
年
輪
と
し
て
同
心
円
状
に
作
ら

れ
ま
す
。
こ
の
年
輪
に
よ
っ
て
作
ら
れ
る

方
向
性
が
木
材
と
し
て
の
物
理
的
特
性

を
招
き
ま
す
。
方
向
性
に
は
、
①
繊
維
（
樹

木
の
高
さ
）
方
向
、
②
接
線
（
樹
木
の
円

周
）
方
向
＝
板
目
面
、
③
法
線
（
樹
心
か

ら
表
皮
）
方
向
＝
柾
目
面
の
三
種
類
が
あ

り
、
含
水
率
が
変
化
す
る
こ
と
に
伴
い
体

積
も
変
化
し
ま
す
。
一
般
に
木
の
含
水
率

が
30
％
程
度
（
繊
維
飽
和
点
）
以
上
に
な

る
と
膨
張
・
収
縮
は
起
こ
ら
な
い
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
以
下
に
な
り
ま
す

と
湿
度
変
化
に
伴
う
体
積
変
化
が
起
こ

り
、
挙
動
が
生
じ
ま
す
。
こ
れ
は
構
造
材
、

下
地
材
、
仕
上
材
、
使
用
用
途
を
問
わ
ず

「
悪
さ
」
を
し
ま
す
。
こ
れ
を
回
避
す
る

た
め
、
充
分
に
乾
燥
し
た
木
材
を
使
用
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

な
お
、
板
目
面
は
幅
方
向
に
縮
小
し
た

り
、
木
表
側
（
樹
皮
側
の
こ
と
。
樹
心
側

を
木
裏
と
言
う
）
に
反
る
性
質
が
あ
り
、

柾
目
面
は
反
り
難
い
性
質
が
あ
り
ま
す
。

性
質
を
見
極
め
た
上
で
利
用
す
る
こ
と

が
肝
要
で
す
。 

    

■
通
し
柱
が
１
０
・
５
ｃｍ
角
で
も 

合
法
と
さ
れ
た
業
者
の
言
い
訳 

文
責 

社
員 

鈴
木
基
之 

 
 
 

 

阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
際
、
新
聞
や
テ

レ
ビ
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
は
、
こ
う
報
じ
て

い
た
。 

①
建
築
基
準
法
や
仕
様
規
定
を
遵
守
し
、

欠
陥
や
手
抜
き
の
な
い
住
宅
は
ほ
と
ん

ど
無
傷
で
残
っ
た
。 

②
古
い
住
宅
な
ど
は
10
秒
で
倒
壊
し
、
多

く
の
圧
死
者
が
出
た
。 

で
は
、
建
築
基
準
法
や
仕
様
規
定
が
遵

守
さ
れ
て
い
れ
ば
、
絶
対
に
安
全
・
安
心

な
の
か
？
法
の
適
用
と
対
応
姿
勢
は
、
求

め
る
安
全
・
安
心
へ
の
基
本
条
件
の
一
つ

で
し
か
な
い
と
い
え
る
。 

昔
の
構
造
物
は
、
作
用
す
る
水
平
力
（
地

震
・
台
風
）
に
積
極
的
に
抵
抗
で
き
る
構

造
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
度
重
な
る

大
地
震
の
経
験
は
建
物
の
耐
震
性
の
研

究
を
発
展
さ
せ
、
壁
に
筋
違
や
構
造
用
合

板
を
入
れ
て
、
水
平
力
を
こ
の
壁
で
抵
抗

さ
せ
る
「
剛
構
造
」
が
普
及
し
た
。 

そ
の
中
で
、
柱
に
求
め
ら
れ
た
役
割
は
、

上
の
階
で
生
ず
る
力
を
下
の
階
に
軸
力

と
し
て
伝
達
す
る
鉛
直
部
材
で
、
通
し
柱

と
管
柱
が
あ
る
が
、
２
階
建
て
の
四
隅
の

柱
は
１
、
２
階
を
一
体
構
造
に
す
る
た
め
、

通
し
柱
に
す
る
こ
と
を
建
築
基
準
法
は

義
務
づ
け
て
い
る
。
そ
の
場
合
柱
の
小
径

（
令
43
条
）
を
建
物
の
用
途
別
と
建
物
の

重
さ
と
建
物
の
階
の
高
さ
に
よ
り
決
め

て
い
る
。
ま
た
、
住
宅
金
融
公
庫
の
木
造

住
宅
工
事
仕
様
書
で
は
、
２
０
０
４
年
改

定
版
（
住
宅
金
融
普
及
協
会
）
で
柱
の
標

建
築
Ｇ
メ
ン
が
暴
く 

欠
陥
住
宅

５９
の
手
口(

第
９
回) 
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準
断
面
寸
法
を
明
示
し
て
い
る
。 

問
題
は
「
す
み
柱
」
で
、
防
腐
、
防
蟻

に
有
効
な
措
置
を
講
じ
た
柱
は
、
す
べ
て

１
０
＋
５×
１
０
＋
５
ｃｍ
以
上
に
す
る
こ

と
が
で
き
る
と
し
た
点
で
あ
る
。
し
か
し

１
２
０
ミ
リ
角
の
柱
を
契
約
し
て
い
る

の
で
あ
れ
ば
、
１
０
５×
１
０
５
ミ
リ
の

柱
で
も
大
丈
夫
だ
と
い
う
業
者
の
言
い

分
は
、
居
直
り
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。  

■
建
築
士
の
無
知
で
確
認
申
請
図
面
と

違
う
も
の
が
建
て
ら
れ
た 

文
責 

社
員 

田
岡
照
良 

海
の
近
く
に
雰
囲
気
も
よ
く
気
に
な
る

お
店
が
あ
っ
た
。
雑
誌
に
も
掲
載
さ
れ
て

お
り
、
内
装
の
感
じ
も
い
い
。
そ
の
お
店

に
、
自
分
た
ち
の
夢
の
住
宅
を
相
談
し
た

と
い
う
Ａ
さ
ん
の
例
。
「
住
宅
工
事
を
し

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？
」
と
た
ず
ね
る

と
、
「
は
い
、
た
く
さ
ん
や
ら
せ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
」
と
答
え
る
。
そ
れ
が
全

く
の
嘘
だ
っ
た
の
で
あ
る
。 

天
井
に
も
外
壁
に
も
断
熱
材
が
入
っ
て

い
な
い
。
階
段
の
踏
板
も
反
り
、
手
摺
も

な
く
、
「
手
摺
を
つ
け
て
ほ
し
い
」
と
い

う
と
、「
50
万
円
追
加
に
な
る
」
と
い
う
。

予
算
オ
ー
バ
ー
だ
っ
た
た
め
諦
め
ざ
る

を
得
な
か
っ
た
と
い
う
。 

設
計
図
面
は
、
南
側
に
広
い
庭
を
持
つ

配
置
だ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
確
認
申
請
を

し
、
い
ざ
着
工
と
い
う
時
に
、
突
然
来
て
、

「
角
度
を
変
え
さ
せ
て
ほ
し
い
」、「
敷
地

の
関
係
で
配
置
を
変
え
て
い
い
で
す
か
」

と
言
わ
れ
た
。 

結
局
そ
の
時
は
、
設
計
者
に
任
せ
る
し

か
な
か
っ
た
。
建
築
士
が
壁
面
後
退
線
を

知
ら
ず
設
計
し
た
た
め
に
確
認
申
請
を

し
た
が
、
違
反
に
気
づ
き
、
長
方
形
の
住

宅
を
90
度
回
転
さ
せ
て
敷
地
内
に
納
め

た
の
で
あ
る
。 

完
成
し
た
住
宅
は
、
外
壁
の
柱
を
削
っ

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
壁
面
後
退
線
の
必

要
寸
法
が
確
保
で
き
ず
、
玄
関
側
は
、
エ

ン
ト
ラ
ン
ス
階
段
が
道
路
を
越
境
し
て

出
来
上
が
っ
て
し
ま
っ
た
。 

室
内
階
段
に
は
手
摺
り
も
な
く
、
完
了

検
査
も
受
け
ら
れ
な
い
住
宅
が
出
来
上

が
っ
た
。 

建
築
士
の
実
力
を
知
る
に
は
、
そ
の
建

築
士
が
設
計
・
監
理
し
た
も
の
を
見
せ
て

貰
う
し
か
な
い
。 

雑
誌
に
載
っ
た
と
い
っ
て
も
信
用
で
き

な
い
こ
と
を
知
っ
て
欲
し
い
。
建
物
の
外

観
だ
け
を
見
て
、
そ
の
建
築
士
が
実
際
に

設
計
・
監
理
し
た
物
を
見
な
い
で
建
築
士

を
選
ん
で
は
な
ら
な
い
。 

    

今
年
行
わ
れ
た
第
６
回
建
築
Ｇ
メ
ン

認
証
試
験
に
お
い
て
、
新
た
に
４
名
の
建

築
Ｇ
メ
ン
が
誕
生
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、

新
任
Ｇ
メ
ン
の
抱
負
を
紹
介
し
ま
す
。 

     こ
の
度
「
建
築
Ｇ
メ
ン
」
の
認
証
を
頂

き
ま
し
た
梅
木
紀
良
と
申
し
ま
す
。
建
築

設
計
事
務
所
、
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
、
住
宅
性

能
評
価
機
関
に
て
勤
務
の
後
、
２
０
０
１

年
か
ら
沖
縄
県
那
覇
市
に
て
建
築
設
計

事
務
所
を
営
ん
で
い
ま
す
。 

戸
建
、
マ
ン
シ
ョ
ン
分
譲
デ
ベ
ロ
ッ
パ

ー
へ
の
勤
務
当
時
を
想
い
起
こ
す
と
、
外

注
先
設
計
事
務
所
の
施
工
上
の
知
識
や

経
験
不
足
、
外
注
先
施
工
業
者
の
コ
ス
ト

優
先
の
施
工
上
の
納
ま
り
等
を
補
助
す

る
こ
と
が
多
々
あ
り
ま
し
た
。
ク
レ
ー
ム

や
施
工
不
良
と
な
り
や
す
い
工
法
や
材

料
選
択
等
、
施
工
上
の
問
題
等
を
設
計
へ

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
、
及
び
チ
ェ
ッ
ク
す
る

こ
と
が
主
要
な
仕
事
と
な
っ
て
い
ま
し

た
。
現
在
の
第
三
者
検
査
の
必
要
性
を
そ

の
当
時
か
ら
感
じ
て
い
ま
し
た
。 

阪
神
淡
路
大
震
災
が
起
こ
り
、
一
週
間

後
に
実
家
の
あ
る
淡
路
島
に
数
日
間
帰

り
ま
し
た
。
実
家
は
震
源
地
か
ら
遠
い
地

域
で
し
た
の
で
木
造
真
壁
の
ひ
び
割
れ

等
の
被
害
で
す
み
ま
し
が
、
震
源
地
に
近

く
な
る
ほ
ど
倒
壊
建
物
が
増
え
て
い
ま

し
た
。
基
本
的
な
構
造
の
重
要
性
を
肌
で

感
じ
ま
し
た
。 

現
在
、
住
宅
保
証
関
係
の
検
査
業
務
も

行
っ
て
い
ま
す
。
基
礎
を
建
築
確
認
申
請

時
の
仮
の
高
い
地
耐
力
で
の
小
さ
い
基

礎
の
ま
ま
と
し
、
そ
の
後
の
地
盤
調
査
で

低
い
地
耐
力
と
の
結
果
で
あ
っ
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
基
礎
を
大
き
く
す
る
等
の

修
正
を
せ
ず
に
施
工
し
、
検
査
で
欠
陥
住

宅
と
な
っ
た
戸
建
も
あ
り
ま
し
た
。
耐
震

偽
装
事
件
が
あ
り
ま
し
た
が
、
単
な
る
施

工
不
良
で
は
な
く
、
欠
陥
住
宅
の
存
在
を

身
近
に
知
り
、
建
築
士
の
社
会
的
責
任
を

感
じ
ま
し
た
。 

建
築
Ｇ
メ
ン
と
し
て
、
安
全
な
建
物
、

安
心
し
て
住
め
る
家
を
建
て
る
こ
と
に
、

微
力
な
が
ら
貢
献
で
き
れ
ば
と
思
い
ま

す
。
欠
陥
住
宅
の
訴
訟
等
の
経
験
は
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、
建
築
Ｇ
メ
ン
の
会
事
務
局
、

諸
先
輩
方
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
頂
け
ま
す

よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

社員 
 梅木 紀良 

新
任
建
築
Ｇ
メ
ン
の
抱
負 

 



（ 6）  2 0 0 7 年 （ 平 成 １ 9 年 ） 1 0 月 1 5 日  N P O 法 人 建 築 Ｇ メ ン の 会  会 報 「 楔 」 第 5 3 号  

欠欠陥陥住住宅宅 ・・欠欠陥陥建建築築でで悩悩むむ人人をを救救いい、、住住宅宅検検査査のの技技術術向向上上をを目目指指すすＮＮＰＰＯＯ建建築築ＧＧメメンンのの会会   

 
□
２
０
０
７
年
８
月
の 

電
話
相
談
業
務
等
実
績 


 

相
談
件
数 

８
月 

84
件 

 

 


 

相
談
内
容
の
内
訳 

  

施
工
問
題 

 
 

22
件
（
34
％
） 

  

瑕
疵
問
題 

 
 

13
件
（
20
％
） 

  

調
査
問
合
せ 

 

11
件
（
17
％
） 

  

リ
フ
ォ
ー
ム
一
般 

６
件
（
９
％
） 

  

契
約
問
題 

 
 

３
件
（
５
％
） 

  

マ
ン
シ
ョ
ン
問
題
２
件
（
３
％
） 

  

業
者
と
紛
争 

 

１
件
（
２
％
） 

  

設
計
問
題 

 
 

１
件
（
２
％
） 

  

近
隣
問
題 

 
 

１
件
（
２
％
） 

  

賃
貸
問
題 

 
 

１
件
（
２
％
） 

  

そ
の
他 

 
 

３
件
（
５
％
） 

 


 

相
談
窓
口
の
情
報
源 

  

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
64
件
（
53
％
） 

  

新
聞
・
雑
誌 

  

20
件
（
22
％
） 

  

口
コ
ミ
・
紹
介 

７
件
（
８
％
） 

  

行
政
窓
口 

 
 

６
件
（
５
％
） 

  

業
界
窓
口 
 
 

２
件
（
３
％
） 

  

書
籍 
 
 
 
 

１
件
（
２
％
） 

  

そ
の
他 

 
 
 

１
件
（
７
％
） 

 


 

調
査
（
見
積
り
）
依
頼
件
数
15
件 

  

建
物
の
目
視
調
査 

 
 

６
件 

  

売
買
物
件
の
引
渡
し
前
の 

 
 

検
査  

 
 

 

５
件 

  

悪
質
リ
フ
ォ
ー
ム
調
査 

２
件 

  

瑕
疵
総
合
調
査 

 
 

１
件 

  

工
事
中
の
第
三
者
検
査 

１
件 

※
件
数
は
事
務
局
で
集
計
可
能
な
も
の
の

み
掲
載 

 

□
業
務
完
了
後
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら 

事
務
局
で
は
、
調
査
業
務
完
了
後
に
、

依
頼
者
様
へ
ア
ン
ケ
ー
ト
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
回
答

を
頂
い
た
中
か
ら
ご
紹
介
し
ま
す
。 

 【
建
売
住
宅
購
入
前
調
査
を
依
頼
さ
れ

た
方
か
ら
の
ご
回
答
】 

調
査
前
の
電
話
相
談
の
際
も
と
て
も

親
身
に
応
対
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま

た
、
急
な
調
査
依
頼
に
も
か
か
わ
ら
ず
快

く
お
引
受
け
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
を

大
変
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
報
告
書
も
分

か
り
や
す
く
お
陰
様
で
安
心
し
て
マ
イ

ホ
ー
ム
購
入
に
踏
み
切
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

（
千
葉
県
在
住
の
方
か
ら
）  

【
戸
建
て
の
工
事
中
検
査
を
ご
依
頼
の

方
か
ら
の
ご
回
答
】 

建
築
Ｇ
メ
ン
に
つ
い
て
い
た
だ
い
た

の
で
す
が
、
建
築
Ｇ
メ
ン
な
し
で
は
気
が

つ
か
な
か
っ
た
こ
と
が
多
く
、
そ
し
て
、

と
て
も
心
強
く
安
心
を
格
安
で
購
入
で

き
た
気
分
に
な
り
ま
し
た
。
大
変
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。 

（
東
京
都
在
住
の
方
か
ら
） 

 

□
東
京
都
品
川
区
の
無
料
相
談
会
の
ご

案
内
（
相
談
会
は
要
予
約
） 

日
時
▽
07
年
10
月
20
日
（
土
） 

 
 
 

13
時
30
分
～ 

会
場
▽
品
川
区
立
総
合
区
民
会
館 

き
ゅ
り
あ
ん 

５
階
第
２
講
習
室 

交
通
▽
JR
・
東
急
線 

大
井
町
駅
前 

相
談
会
申
込
先
・
お
問
合
せ
先
▽ 

原
田 

０
３
・
５
４
９
６
・
９
８
４
１ 

※
詳
細
は
HP
に
掲
載 

 

□
埼
玉
県
三
郷
市
の
無
料
講
演
会
・
相

談
会
の
ご
案
内
（
相
談
会
は
要
予
約
） 

日
時
▽
07
年
10
月
28
日
（
日
） 

 
 
 

13
時
～
16
時
30
分 

会
場
▽
三
郷
市
文
化
会
館 

交
通
▽
JR
武
蔵
野
線
三
郷
駅
（
駅
か
ら
徒

歩
13
分
）  

講
演
内
容
▽ 

リ
フ
ォ
ー
ム
ト
ラ
ブ
ル
と
そ
の
対
策 

講
師
▽
川
口
晴
保 

（
当
会
副
理
事
長
、
一
級
建
築
士
） 

相
談
会
申
込
先
・
お
問
合
せ
先
▽ 

小
関 

 

０
３
・
５
３
６
８
・
８
７
９
１ 

久
保
木 

０
４
８
・
４
６
４
・
２
２
６
１ 

※
詳
細
は
HP
に
掲
載 

 

～
編
集
後
記
～ 

Ｇ
メ
ン
の
会
が
発
足
し
て
７
年
、
振
り
返

っ
て
み
た
ら
欠
陥
建
築
に
取
り
組
む

我
々
に
と
っ
て
重
大
で
激
動
の
時
代
で

あ
っ
た
。
こ
の
う
ね
り
は
、
ま
だ
ま
だ
収

ま
ら
な
い
。
体
力
（
耐
力
？
）
を
つ
け
て 

頑
張
り
ま
し
ょ
う
。（
や
ま
も
と
た
か
し
） 

 

事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ 

 


